
ポップコーン機 取扱説明書

【ご使用方法】

① １回のコーンの量は約120ｇ～150ｇ

② 油は大さじ1杯（約20g）

1 .  機械は安定のよい所に置きます。

2 .  延長コードを使用時は、１３Ａ以上のコードをご使用下さい。

　  ※たこ足配線は絶対禁止です。

3 .  保温と調理スイッチをＯＮにし、初回は１０分位してから材料を入れて下さい。

4 .  下記の通り材料を釜に入れます。

し ば ら く す る と ポ ン ポ ン と コ ー ン が は じ け 釜 ブ タ よ り

飛び出て来ます。コーンのはじける音がしなくなった

ら、レバーを下に回し釜を180 °回転させ、釜に残った

コーンを出します。

※この時、釜は高温ですので手を触れないこと。

※連続調理しない場合は、
　調理スイッチをＯＦＦにしてください。
　　（釜が焦げ機械が故障する危険があります。）

５．

釜から出したポップコーンに調味料をかけ

スコップで混ぜてください。

6．

❖絶対に注意して頂きたいこと…

　　電源1回路をご用意下さい。

　　タコ足配線は絶対に禁止です。

❖使用する前に確認

電源：100V 50/60Hz

消費電力：1.2ｋＷ

能力：3分間120ｇ

一回分（コーン約120～150ｇ）で

三角カップ　約5、6杯分

サイズ：W450×D350×H650㎜

❖用意するもの

　 ポップコーン豆
　 オイル
　 調味料

※電圧が下がり作動しなくなる場合があります。

要返却

モニターのスイッチをＯＮにして天井上

のギアと釜のギア（裏面：困ったときは

参照）が噛み合い、釜の中の拡散棒

が回転しいるかを確認してください。

※調味料はポップコーンを釜から出してから

　 かけてください。
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【ご使用上の注意】

1 .  できるだけ水平の所でご使用下さい。

2 .  使用する食用油の量が少ないと、コゲの原因になります。

3 .  材料豆はポップコーン豆以外は使用できません。

4 .  掃除は暖かいうちに、やわらかい乾いた布で拭きとって下さい。

5 .  本体の一部は高温になりますので、清潔な軍手等を使用して安全に操作して下さい。
　　　使わない時は、必ずコードをコンセントからはずして下さい。

ポップコーンを出すとき、何度も釜を回転させ

ているとギアとギアが噛み合っていないこと

があります。電源は入りますが、拡散棒が回っ

ていない時は天井上のギアと釜のギア（右

写真）を噛み合うように合わせてください。

Q：拡散棒が回らなくなった。

A：ギアとギアがかみ合っていない
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ギア

困 っ た と き は …


